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（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6） 事業年度
10月～9月

２０21年度
（全社）

762,445

1,281
34.2
31.6

※8,102
52,416

35,04272.7

9,073
16,512
24,284
18,626
68,495

69
29
58
47

203

製品出荷額
(億円)

14.9
14.6
27.8
15.5

9,043
9,818
7,481
8,700

1,379　産業廃棄物（廃液） トン／年 1,371 1,604

　産業廃棄物（不燃物） トン／年 13.4 16.1 14.1
　産業廃棄物（廃ﾌﾟﾗ等） トン／年 13.8 15.1

□登録事業所の概要

1,004,810
廃棄物排出量
二酸化炭素排出量 ㎏-ＣＯ2／年 882,064 940,396

２０１８年度
（全社）

911,219

２０１９年度
（全社）

大阪工場　：〒587-0042大阪府堺市美原区木材通2-3-5

埼玉工場
合計

大阪工場
美原工場

白木工場

工場延床面積
(㎡)

従業員数
(名)

主要製品生産量
(千/t)

工場名

(注）ほとんどの水は製造製品に投入されており、切替洗浄水もすべて廃液として地下槽に投入し、
産業廃棄物として委託処理している。
※総排水量は白木、大阪、美原は下水量で記録することとし、埼玉のみ下水がないため一人１日当たり
約30Lをトイレ流水として使用している換算で、30L×従業員数×年間勤務数として計上している。

事業者名及び代表者名
株式会社サンヨーメディカル
代表取締役　奥田　洋三

所在地
本社・白木工場　：〒585-0014大阪府南河内郡河南町白木1110-1

美原工場　：〒587-0042大阪府堺市美原区木材通4-4-8
埼玉工場　：〒349-1148埼玉県加須市豊野台2-510-5

環境保全関係の責任者及び担当者連絡先
責任者　本社工場長　：杉浦　好満　　ＴＥＬ：0721-93-3181
担当者　総務部　　　　：綾野　祐一　　ＴＥＬ：072-362-3181

事業内容（認証・登録の範囲）
トイレタリー商品・食品添加物・洗剤・消臭芳香剤・化粧品・医薬部外品の製造及び研究開発

事業の規模

□主な環境負荷の実績

２０１６年度
（全社）

２０１５年度
（全社）

単位
２０１７年度

（全社）
項　　目

13.1 25.4
11.1

※6,343
52,342

974,973

1,442
17.4

1,561

項　　目 単位
２０20年度

（全社）
二酸化炭素排出量 ㎏-ＣＯ2／年 837,847

20.0
※6,591

51,545
※6,010

総水使用量 ㎥／年 46,461 53,225
総排水量 ㎥／年 ※4;138 ※3,820

　産業廃棄物（廃ﾌﾟﾗ等） トン／年 28.8

廃棄物排出量
　産業廃棄物（廃液） トン／年 1,444

総水使用量 ㎥／年 51,329

　産業廃棄物（不燃物） トン／年 14.7
総排水量 ㎥／年 ※7,374

２０22年度
（全社）

822,429

1,346
35.3
14.9

※8,571
52,506
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18 年 12 月 14 日 1 年 10 月 17 日
23 年 1 月 19 日 2 年 1 月 7 日
24 年 10 月 3 日 2 年 8 月 1 日
25 年 7 月 1 日 2 年 9 月 25 日
29 年 2 月 15 日 3 年 8 月 20 日
31 年 2 月 7 日 4 年 4 月 16 日

ＥＡ21事務局

環境管理担当者 総務課長　綾野祐一

管理部門責任者 大阪工場責任者 白木工場責任者 美原工場責任者 埼玉工場責任者

□実施体制

株式会社サンヨーメディカル　　環境経営システム組織図

最高責任者 代表取締役　奥田洋三

環境管理責任者 白木工場長　杉浦好満

環境内部監査員 各工場責任者・EA21事務局

経理部
杉浦紀子

大阪工場長
堂谷昌平

白木工場長
杉浦好満

美原工場長
後藤一孝

埼玉工場長
三上正仁

管理部門従業員 大阪工場従業員 白木工場従業員 美原工場従業員 埼玉工場従業員

　・環境管理責任者を任命
　・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
　・環境目標の設定を承認

役割・責任・権限
代表者 　・環境経営に関する統括責任

　・環境経営システムの実施及び管理に必要な人、設備、費用、時間を設ける

環境管理責任者 　・環境経営ｼｽﾃﾑを構築し、実施し、管理、評価
　・環境活動の取組結果を代表者へ報告
　・環境への負荷の自己ﾁｪｯｸ及び環境への取組の自己ﾁｪｯｸの実施

　・代表者による全体の評価と見直しを実施
　・法規制等の要求事項登録簿を承認
　・環境活動実施計画書を承認

　・「環境関連法規等チェックリスト」の作成
　・環境目標・環境活動実施計画書原案の作成
　・環境関連の外部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの窓口
　・工場間内部監査の実施を指示する

　・環境経営ｼｽﾃﾑの実施
　・全従業員に対する教育訓練の実施
　・社内の問題点の是正、予防処置

各工場責任者 　・環境目標達成手段の策定、従業員への伝達
　・工場間内部監査の実施

各工場従業員 　・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
　・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境管理担当者 　・環境活動実施計画の実績集計
　・会社に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の報告
　・特定された項目の手順書作成、ﾃｽﾄ・訓練・記録

環境内部監査員 　・環境に関する内部監査の実施
　・代表者への報告

改訂 平成 改訂 令和

　・社内の問題点の発見・報告

作成 平成 改訂 令和 承認 作成者

社長 環責
改訂 平成 改訂 令和
改訂 平成 改訂 令和 奥田 杉浦

改訂 平成
改訂 平成 改訂 令和

改訂 令和

３



2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2023年度 2025年度 2030年度
基準年度1 基準年度2 次年度目標 目標年度1 目標年度2
2014/12/5 2015/11/30 2016/12/27 2017/12/21 2019/7/22 2020/9/15 2021/7/19 2022/7/14

東京電力 kgCO2/kWh 0.530 0.505 0.500 0.474 0.462 0.455 0.441 0.441
関西電力 kgCO2/kWh 0.522 0.531 0.509 0.493 0.418 0.334 0.318 0.350
都市ガス kgCO2/N㎥ 2.23 2.23 2.23 2.23 2.23 2.23 2.23 2.23
単位発熱量 MJ/N㎥ 44.8 44.8 44.8 44.8 44.8 44.8 44.8 44.8
排出係数 kg-C/MJ 0.0136 0.0136 0.0136 0.0136 0.0136 0.0136 0.0136 0.0136
重油 kgCO2/L 2.71 2.71 2.71 2.71 2.71 2.71 2.71 2.71
単位発熱量 MJ/L 39.1 39.1 39.1 39.1 39.1 39.1 39.1 39.1
排出係数 kg-C/MJ 0.0189 0.0189 0.0189 0.0189 0.0189 0.0189 0.0189 0.0189
全社 ｔ 59,474 63,177 68,461 63,671 68,028 70,081 72,096 68,495
白木工場 ｔ 19,937 20,189 20,765 18,945 15,870 12,859 10,473 9,073
大阪工場 ｔ 3,920 8,026 12,255 16,512
美原工場 ｔ 21,893 22,607 24,668 22,181 25,089 25,710 26,793 24,284
埼玉工場 ｔ 17,644 20,381 23,028 22,545 23,149 23,486 22,575 18,626

事業所 単位 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 目標 実績 評価 次年度目標 目標1 目標2
全社 ％ 1.28 1.34 1.18 1.12 1.11 1.38 × 1.37 1.14 1.11
白木工場 ％ 1.67 1.73 1.33 1.53 1.52 1.75 × 1.73 1.29 1.25
大阪工場 ％ 3.75 2.20 1.38 1.37 1.55 × 1.53 2.13 2.07
美原工場 ％ 1.20 1.07 0.93 0.82 0.81 1.01 × 1.00 0.90 0.87
埼玉工場 ％ 1.01 1.11 1.08 1.08 1.06 1.55 × 1.53 1.05 1.02

総量 kgCO２ 882,065 940,396 1,004,809 974,973 911,219 837,847 762,445 822,429
原単位 kgCO２/ｔ 14.83 14.89 14.68 15.31 13.39 11.96 10.58 10.47 12.01 × 11.89 11.60 10.22
総量 kgCO２ 708,603 773,999 813,032 775,831 687,937 619,237 558,242 586,516

原単位 kgCO２/ｔ 11.91 12.25 11.88 12.18 10.11 8.84 7.74 7.67 8.56 × 8.48 8.57 7.55
総量 kgCO２ 96,235 97,426 110,830 122,860 134,084 142,008 143,328 188,005

原単位 kgCO２/ｔ 1.618 1.542 1.619 1.930 1.971 2.026 1.988 1.968 2.745 × 2.717 1.966 1.733
総量 kgCO２ 173,462 68,971 80,947 76,282 89,198 76,601 60,875 47,909

原単位 kgCO２/ｔ 2.917 1.092 1.182 1.198 1.311 1.093 0.844 0.836 0.699 ○ 0.692 1.060 0.935
総量 kgCO２ 173,462 166,397 191,778 199,142 223,282 218,609 204,203 235,913

原単位 kgCO２/ｔ 2.917 2.634 2.801 3.128 3.282 3.119 2.832 2.804 3.444 × 3.410 3.026 2.667
総量 kgCO２ 196,246 197,622 208,624 205,876 166,146 138,264 115,093 123,653

原単位 kgCO２/ｔ 9.84 9.79 10.05 10.87 10.47 10.75 10.99 10.88 13.63 × 13.49 10.43 10.11
総量 kgCO２ 27,607 50,686 63,638 83,767

原単位 kgCO２/ｔ 7.04 6.32 5.19 5.14 5.07 ○ 5.02 6.13 5.40
総量 kgCO２ 273,418 334,944 329,056 309,347 250,017 189,672 164,883 177,048

原単位 kgCO２/ｔ 12.49 14.82 13.34 13.95 9.97 7.38 6.15 6.09 7.29 × 7.22 7.16 6.31
総量 kgCO２ 238,938 241,433 275,352 260,608 244,167 240,616 214,627 202,048

原単位 kgCO２/ｔ 13.54 11.85 11.96 11.56 10.55 10.25 9.51 9.41 10.85 × 10.74 9.94 8.76
総量 kgCO２ 16,999 39,511 51,141 78,428

原単位 kgCO２/ｔ 4.34 4.92 4.17 4.13 4.75 × 4.70 4.78 4.21
総量 kgCO２ 96,235 97,426 110,830 122,860 117,085 102,497 92,187 109,577

原単位 kgCO２/ｔ 4.40 4.31 4.49 5.54 4.67 3.99 3.44 3.41 4.51 × 4.47 3.87 3.41
総量 kgCO２ 17,344 15,239 16,811 19,488 18,965 16,285 16,518 18,591

原単位 kgCO２/ｔ 0.870 0.755 0.810 1.029 1.195 1.266 1.577 1.561 2.049 × 2.03 1.228 1.083
総量 kgCO２ 59,883 53,732 64,137 56,794 70,234 60,316 44,357 29,318

原単位 kgCO２/ｔ 3.39 2.64 2.79 2.52 3.03 2.57 1.96 1.95 1.57 ○ 1.56 2.49 2.20
事業所 単位 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 目標 実績 評価 次年度目標 目標1 目標2

総量 kWh 1,350,567 1,481,035 1,607,049 1,594,883 1,590,150 1,662,423 1,567,232 1,556,638
原単位 kWh/ｔ 22.71 23.44 23.47 25.05 23.37 23.72 21.74 21.52 22.73 × 22.50 21.92 20.28
総量 kWh 375,951 372,169 409,870 417,599 397,479 413,964 361,929 353,294

原単位 kWh/ｔ 18.86 18.43 19.74 22.04 25.05 32.19 34.56 34.21 38.94 × 38.55 31.23 27.525
総量 kWh 66,046 151,753 200,119 239,335

原単位 kWh/ｔ 16.85 18.91 16.33 16.17 14.49 ○ 14.35 18.34 16.17
総量 kWh 523,790 630,780 646,475 627,479 598,126 567,879 518,501 505,851

原単位 kWh/ｔ 23.92 27.90 26.21 28.29 23.84 22.09 19.35 19.16 20.83 × 20.62 21.43 18.89
総量 kWh 450,826 478,086 550,704 549,805 528,499 528,827 486,683 458,158

原単位 kWh/ｔ 25.55 23.46 23.91 24.39 22.83 22.52 21.56 21.34 24.60 × 24.35 21.84 19.25
事業所 単位 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 目標 実績 評価 次年度目標 目標1 目標2

総量 N㎥ 43,077 43,610 49,610 54,995 60,019 63,566 64,157 84,155
原単位 N㎥/t 0.724 0.690 0.725 0.864 0.882 0.907 0.890 0.881 1.229 × 1.216 0.880 0.776
総量 N㎥ 43,077 43,610 49,610 54,995 60,019 63,566 64,157 84,155

原単位 N㎥/t 1.968 1.929 2.011 2.479 2.069 1.884 1.643 1.627 2.063 × 2.042 1.828 1.611
総量 N㎥ 7,609 17,686 22,892 35,106

原単位 N㎥/t 1.941 2.204 1.868 1.849 2.126 × 2.105 2.137 1.88
総量 N㎥ 43,077 43,610 49,610 54,995 52,410 45,880 41,265 49,049

原単位 N㎥/t 1.968 1.929 2.011 2.479 2.089 1.785 1.540 1.525 2.020 × 2.000 1.731 1.53
事業所 単位 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 目標 実績 評価 次年度目標 目標1 目標2

総量 L 28,501 25,454 29,874 28,152 32,919 28,270 22,466 17,681
原単位 L/t 0.479 0.403 0.436 0.442 0.484 0.403 0.312 0.308 0.258 ○ 0.256 0.391 0.345
総量 L 28,501 25,454 29,874 28,152 32,919 28,270 22,466 17,681

原単位 L/t 0.758 0.627 0.682 0.679 0.844 0.778 0.680 0.638 ○ 0.632 0.754 0.665
総量 L 6,401 5,624 6,204 7,192 6,999 6,010 6,096 6,861

原単位 L/t 0.321 0.279 0.299 0.380 0.441 0.467 0.582 0.576 0.756 × 0.749 0.453 0.400
総量 L 22,100 19,830 23,670 20,960 25,920 22,260 16,370 10,820

原単位 L/t 1.253 0.973 1.028 0.930 1.120 0.948 0.725 0.718 0.581 ○ 0.575 0.919 0.810
事業所 単位 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 目標 実績 評価 次年度目標 目標1 目標2

総量 ㎏ 13,384 16,121 14,118 11,050 20,018 14,703 31,619 14,897
原単位 ㎏/ｔ 0.225 0.255 0.206 0.174 0.294 0.210 0.439 0.434 0.217 ○ 0.215 0.204 0.197
総量 ㎏ 8,000 8,004 4,000 4,000 6,000 4,000 17,433 4,207

原単位 ㎏/ｔ 0.401 0.396 0.193 0.211 0.378 0.311 1.665 1.648 0.464 ○ 0.459 0.302 0.292
総量 ㎏ 1,340 2,680 8,040 4,690

原単位 ㎏/ｔ 0.342 0.334 0.656 0.649 0.284 ○ 0.281 0.324 0.314
総量 ㎏ 5,334 7,992 10,118 6,222 12,000 8,000 6,000 6,000

原単位 ㎏/ｔ 0.244 0.354 0.410 0.281 0.478 0.311 0.224 0.222 0.247 × 0.245 0.302 0.292
総量 ㎏ 50 125 0 828 678 23 146 0

原単位 ㎏/ｔ 0.0028 0.0061 0.0000 0.0367 0.0293 0.00098 0.00647 0.00640 0.00000 ○ 0.00000 0.00095 0.00092
事業所 単位 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 目標 実績 評価 次年度目標 目標1 目標2

総量 ㎏ 13,758 15,069 13,103 17,417 25,430 28,760 34,190 35,280
原単位 ㎏/ｔ 0.231 0.239 0.191 0.274 0.374 0.410 0.474 0.469 0.515 × 0.510 0.398 0.386
総量 ㎏ 1,750 1,210 1,320 1,440 720 730 1,080 1,710

原単位 ㎏/ｔ 0.0878 0.0599 0.0636 0.0760 0.0454 0.0568 0.1031 0.1021 0.1885 × 0.1866 0.0551 0.0534
総量 ㎏ 1450 6,360 8,290 11,840

原単位 ㎏/ｔ 0.3699 0.7924 0.6765 0.6697 0.7171 × 0.7099 0.7687 0.7449
総量 ㎏ 2,518 3,939 1,743 1,257 5,200 6,010 9,030 12,250

原単位 ㎏/ｔ 0.1150 0.1742 0.0707 0.0567 0.2073 0.2338 0.3370 0.3337 0.5044 × 0.4994 0.2267 0.2197
総量 ㎏ 9,490 9,920 10,040 14,720 18,060 15,660 15,790 9,480

原単位 ㎏/ｔ 0.538 0.487 0.436 0.653 0.780 0.6668 0.6994 0.6925 0.5090 ○ 0.5039 0.6468 0.6268

CO2削減 重油の削減
基準年度：2020年度
目標年度1：2025年度
目標1：原単位3.0%削
減

目標年度2：2030年度
目標2：原単位14.5%削
減

会社全体

会社全体
(美原除く）

白木工場

埼玉工場

埼玉工場

CO2削減

白木工場
重油

埼玉工場
重油

目標設定項目

美原工場

CO2削減

目標設定項目
３R推進

電力の削減
基準年度：2020年度
目標年度1：2025年度
目標1：原単位3.0%削
減

目標年度2：2030年度
目標2：原単位14.5%削
減

目標設定項目
３R推進 不燃物の削減

基準年度：2020年度
目標年度1：2025年度
目標1：原単位3.0%削
減

目標年度2：2030年度
目標2：原単位6.0%削
減

会社全体

白木工場

大阪工場

美原工場

埼玉工場

大阪工場

廃プラの削減
基準年度：2020年度
目標年度1：2025年度
目標1：原単位3.0%削
減

目標年度2：2030年度
目標2：原単位6.0%削
減

会社全体

美原工場

大阪工場

美原工場

目標設定項目

CO2削減 CO2排出量の削減
基準年度：2020年度
目標年度1：2025年度
目標1：原単位3.0%削
減

目標年度2：2030年度
目標2：原単位14.5%削
減

会社全体
排出量

会社全体
電力

会社全体
ガス

会社全体
重油

白木工場
電力

大阪工場
電力

美原工場
電力

会社全体
ガス+重油

□環境目標及びその実績
方針

項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年
度

目標設定項目
生産ロス
の削減

生産ロス指標＝環境費用
（ｴﾈﾙｷﾞｰ、廃棄物、水に
掛かる費用）／生産金額
（％）

生産ロス
指標

原単位の分母

備考：大阪工場は、
2019年4月から稼働

生産量

排出係数
出典：
電力：環境省告示
ガス：温対法
重油：温対法

電気事業者別排出係数の告示日

CO２
排出係数

2022年度

会社全体

白木工場

会社全体
(大阪・美

原）

大阪工場

大阪工場
ガス

美原工場
ガス

会社全体

白木工場

ガスの削減
基準年度：2020年度
目標年度1：2025年度
目標1：原単位3.0%削
減

目標年度2：2030年度
目標2：原単位14.5%削
減

埼玉工場

埼玉工場
電力

目標設定項目
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事業所 単位 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 目標 実績 評価 次年度目標 目標1 目標2
総量 kg 1,370,822 1,604,350 1,379,399 1,442,043 1,560,820 1,444,280 1,281,360 1,346,148

原単位 ㎏/ｔ 23.05 25.39 20.15 22.65 22.94 20.61 17.77 17.60 19.65 × 19.46 19.99 19.37
総量 kg 848,280 961,970 865,120 888,480 921,300 726,390 629,990 549,000

原単位 ㎏/ｔ 42.55 47.65 41.66 46.90 58.05 56.49 60.15 59.55 60.51 × 59.90 54.79 53.10
総量 kg 68,190 124,940 156,080 255,910

原単位 ㎏/ｔ 17.40 15.57 12.74 12.61 15.50 × 15.34 15.10 14.63
総量 kg 292,792 368,020 210,809 233,113 241,010 218,980 163,300 167,888

原単位 ㎏/ｔ 13.37 16.28 8.55 10.51 9.61 8.52 6.09 6.03 6.91 × 6.84 8.26 8.01
総量 kg 229,750 274,360 303,470 320,450 330,320 373,970 331,990 373,350

原単位 ㎏/ｔ 13.02 13.46 13.18 14.21 14.27 15.92 14.71 14.56 20.04 × 19.84 15.45 14.97
事業所 単位 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 目標 実績 評価 次年度目標 目標1 目標2

総量 ㎥ 46,461 53,225 52,342 51,545 51,329 52,416 52,506
原単位 ㎥/ｔ 0.781 0.777 0.822 0.758 0.732 0.727 0.720 0.767 × 0.759 0.710 0.688
総量 ㎥ 15,568 16,060 15,352 12,972 9,845 9,104 8,341

原単位 ㎥/ｔ 0.781 0.773 0.810 0.817 0.766 0.869 0.861 0.919 × 0.910 0.743 0.720
総量 ㎥ 3,186 6,461 8,983 13,289

原単位 ㎥/ｔ 0.813 0.805 0.733 0.726 0.805 × 0.797 0.781 0.757
総量 ㎥ 16,324 20,071 19,731 18,346 18,522 18,690 16,843

原単位 ㎥/ｔ 0.746 0.814 0.890 0.731 0.720 0.698 0.691 0.694 × 0.687 0.699 0.677
総量 ㎥ 14,569 15,264 17,094 17,259 17,041 16,501 15,639 14,033

原単位 ㎥/ｔ 0.826 0.749 0.742 0.766 0.736 0.703 0.693 0.686 0.753 ○ 0.746 0.682 0.660
事業所 単位 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 目標 実績 評価 次年度目標 目標1 目標2

総量 ㎥ 3,842 3,524 5,710 6,260 6,291 7,074 7,782 8,202
原単位 ㎥/ｔ 0.065 0.056 0.083 0.098 0.092 0.101 0.108 0.107 0.120 × 0.119 0.098 0.095
総量 ㎥ 3,842 3,524 5,710 6,260 6,291 7,074 7,782 8,202

原単位 ㎥/ｔ 0.092 0.082 0.126 0.152 0.140 0.152 0.157 0.156 0.164 × 0.163 0.147 0.143
総量 ㎥ 2,412 2,321 2,294 2,104 1,866 1,527 1,568 1,260

原単位 ㎥/ｔ 0.121 0.115 0.110 0.111 0.118 0.119 0.150 0.148 0.139 ○ 0.137 0.115 0.112
総量 ㎥ 1,182 2,507 3,631 4,913

原単位 ㎥/ｔ 0.302 0.312 0.296 0.293 0.298 × 0.295 0.303 0.294
総量 ㎥ 1,430 1,203 3,416 4,156 3,243 3,040 2,583 2,029

原単位 ㎥/ｔ 0.065 0.053 0.138 0.187 0.129 0.118 0.096 0.095 0.084 ○ 0.083 0.115 0.111
事業所 単位 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 目標 実績 評価 次年度目標

○

○

○

○

2015年度 2020年度 2025年度 2030年度 2040年度 2050年度
基準年度1 基準年度2 目標１ 目標２ 目標３ 目標４

生産量 ｔ 59,474 70,081 70,081 77,089 77,089 77,089
㎏-CO2 708,603 619,237 600,660 582,083 433,466 0
原単位 11.91 8.84 8.57 7.55 5.62 0.00

基準年度2 3.0 14.5
基準年度1 25.8 28.1 36.6 52.8 100.0

㎏-CO2 96,235 142,008 137,748 133,488 113,606 113,606
原単位 1.618 2.026 1.966 1.732 1.474 1.474

基準年度2 3.0 14.5
基準年度1 -25.2 -21.5 -7.0 8.9 8.9

㎏-CO2 77,227 76,601 74,303 72,005 61,281 61,281
原単位 1.299 1.093 1.060 0.934 0.795 0.795

基準年度2 3.0 14.5
基準年度1 15.8 18.3 28.1 38.8 38.8

㎏-CO2 173,462 218,609 212,051 205,492 174,887 174,887
原単位 2.917 3.119 3.026 2.666 2.269 2.269

基準年度2 3.0 14.5
基準年度1 -7.0 -3.7 8.6 22.2 22.2

㎏-CO2 882,065 837,846 812,711 787,575 608,353 174,887
原単位 14.83 11.96 11.60 10.22 7.89 2.27

基準年度2 3.0 14.5
基準年度1 19.4 21.8 31.1 46.8 84.7

長期CO2排出量削減計画

設備更新
生産効率
向上

設備更新
生産効率
向上
再生可能
エネル
ギー

設備更新
生産効率
向上
再生可能
エネル
ギー

設備更新
生産効率
向上
再生可能
エネル
ギー

＜備考＞
2022年4月時点の長期CO2排出量削減計画は、以下のとおり。
生産量は、2030年度までに10％増加、それ以降は増減なしで設定している。

対象事業所：全４工場（白木工場、美原工場、埼玉工場、大阪工場）

基準年：2015年度

＜CO2削減目標＞
目標年度（原単位）：
2025年度（21.8％削減）⇒2030年度（3１.1％削減）⇒2040年度（46.8％削減）⇒2050年度（84.7％削減）

燃料（都市ガス、重油）：

削減率％

削減率％

削減率％

削減率％

2025年度（28.1％削減）⇒2030年度（36.6％削減）⇒2040年度（52.8％削減）⇒2050年度（100％削減）

2025年度（3.7％増）⇒2030年度（8.6％削減）⇒2040年度（22.2％削減）⇒2050年度（22.2％削減）

電気：

社会との
コミュニ
ケーショ

３アイテ
ム/年

３アイテ
ム/年

３アイテ
ム/年

電気

都市ガス

重油

合計

都市ガス
+重油

削減手段 設備更新
生産効率
向上

＜エネルギー種別の目標＞

＜備考＞
☑2019年4月の大阪工場の新たな追加などの事業変化や社会情勢を踏まえて、2021年度以降の目標の再設定を行った。
　　＜目標１＞　基準年度2：2020年度　　目標年度1：2025年度　　目標1：原単位3.0％削減
　　＜目標２＞　基準年度2：2020年度　　目標年度2：2030年度　　目標2：原単位6.0％削減　（CO2排出量の原単位目標：14.5％削減）

☑CO2排出量については、国の削減目標を踏まえ、2050年までの長期削減目標を設定した。下表（長期CO2削減計画）を参照。
　　CDPへの報告では、2015年度を基準年度に設定している。

☑電気使用に伴うＣＯ２排出量は、地球温暖化対策の推進に関する法律施行令第3条（温室効果ガス総排出量に係る温室効果ガスの排出量の算定方法 ）に従って、毎年告示される電気の排出係数を乗じて
算出した。
実態に則したＣＯ２排出量を算出するために、排出係数の固定化は行わない。

☑評価記号⇒○：目標達成、×：目標未達

☑エコアクション２１の環境活動実施計画書には、水資源に関する活動目標として、１工場（埼玉）が水道水使用量の削減、３工場（白木、大阪、美原）が下水使用量の削減を設定している。
　　但し、CDPへの報告用として、この表（環境目標及びその実績）には、4工場（白木、大阪、美原、埼玉）の水道水使用量の削減、３工場（白木、大阪、美原）の下水使用量の削減を目標に設定している。

３S活動 ３S活動
目標：四半期に一度エ
リアを決めてパトロー
ル

全工場
１回/四
半期

１回/四
半期

１回/四
半期

１回/四
半期

１回/四
半期

３アイテ
ム/年

３アイテ
ム/年

工場近隣区域の清掃
目標：毎月１回ゴミ拾
い

全工場
１回/月

１回/四
半期

１回/四
半期

１回/月

３アイテ
ム/年

１回/月

１回/四
半期

１回/月 １回/月 １回/月 １回/月 １回/月

グリーン
購買・調
達

グリーン購買・調達
目標：３アイテム/年 全工場

３アイテ
ム/年

目標設定項目
化学物質
の適正管
理

化学物質の適正管理
（異常な化学物質使用
量の削減）

全工場
１回/月

水資源を
無駄に廃
棄しない

下水使用量の削減
基準年度：2020年度
目標年度1：2025年度
目標1：原単位3.0%削
減

目標年度2：2030年度
目標2：原単位6.0%削
減

会社全体

会社全体
（埼玉除く）

白木工場

大阪工場

美原工場

目標設定項目
水資源を
無駄に廃
棄しない

水道水使用量の削減
基準年度：2020年度
目標年度1：2025年度
目標1：原単位3.0%削
減

目標年度2：2030年度
目標2：原単位6.0%削
減

会社全体

白木工場

大阪工場

美原工場

埼玉工場

目標設定項目
生産ロス
の削減

廃液の削減
基準年度：2020年度
目標年度1：2025年度
目標1：原単位3.0%削
減

目標年度2：2030年度
目標2：原単位6.0%削
減

会社全体

白木工場

大阪工場

美原工場

埼玉工場

削減率％

１回/月

３アイテ
ム/年

１回/月

１回/四
半期

目標設定項目

１回/月 １回/月 １回/月 １回/月 １回/月 １回/月

３アイテ
ム/年

１回/月

１回/四
半期

１回/月

３アイテ
ム/年

１回/月
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以下は総量（2021年度⇒2022年度）、
白木（17,433㎏⇒4,207kg、75.9％減）
美原（6,000kg⇒6,000kg、前年度並み）
埼玉（146㎏⇒0kg、排出なし）
大阪（8,040㎏⇒4,690㎏、41.7％減）
（今後の方向）
各工場：排出内容をチェックして行く。

目標：0.469㎏/生産量ｔ
　　　　（2021年度比△１％）
実績：0.515㎏/生産量ｔ
率：109.7%（実績/目標）

以下は総量（2021年度⇒2022年度）
白木（1,080kg⇒1,710kg、58.3％増）
美原（9,030kg⇒12,250kg、35.7％増）
埼玉（15,790kg⇒9,480㎏、40％減）
大阪（8,290㎏⇒11,840㎏、42.8％増）

（今後の方向）
各工場：生産ロスの削減状況を確認。

以下は総量（2021年度⇒2022年度）
白木（361,929⇒353,294kWh、2.4％減）
美原（518,501⇒505,851kWh、2.4％減）
埼玉（486,683⇒458,158kWh、5.9％減）
大阪（200,119⇒239,335kWh、19.6％増)
生産量減少（5%）の影響が大きい。
（今後の方向）
エアコン温度管理、設備立上げ・立下げ
時間管理を継続。

目標：0.881N㎥/生産量ｔ
　　　　（2021年度比△１％）
実績：1.229N㎥/生産量ｔ
率：139.5%（実績/目標）

以下は総量（2021年度⇒2022年度）
美原（41,265⇒49,049N㎥、18.9%増）
大阪（22,892⇒35,106N㎥、53.4%増）
エアコンの影響が大きい。
（今後の方向）
エアコン温度管理、設備立上げ・立下げ
時間管理を継続。
ボイラーの効率稼働を継続。

目標：0.308L/生産量ｔ
　　　　（2021年度比△１％）
実績：0.258L/生産量ｔ
率：83.7％（実績/目標）

以下は総量（2021年度⇒2022年度）
白木（6,096L⇒6,861L、12.5％増）
埼玉（16,370⇒10,820L、33.9％減）
埼玉でボイラーを使用する製品が減
少。
（今後の方向）
ボイラーの効率稼働を継続。

□環境活動の取り組み計画と評価
取り組み計画

二酸化炭素排出量の削減

達成状況 評価（結果と今後の方向）

目標：10.47㎏-CO2/生産量ｔ
　　　　（2021年度比△１％）
実績：12.01㎏-CO2/生産量ｔ
率：114.7%（実績/目標）

以下前年度比。総量7.9%増。原単位
13.6%増　（電気10.6%増、ガス38.1％増、
重油17.1%減）
関電の排出係数の上昇（0.318⇒0.350）
と生産量の減少（5%）の影響が大きい。
（今後の方向）
エアコン温度管理、設備立上げ・立下げ
時間管理を継続。

生産ロスの削減
生産ロス指標＝環境費用/
生産金額（％）
環境費用：電力、重油、産
廃、水の費用
生産ロス指標は、各取組結
果の総計

目標：1.11
　　　　（2021年度比△１％）
実績：1.38
率：124.3%（実績/目標）

以下はロス指標（2021年度⇒2022年度）
白木（1.53⇒1.75）
美原（0.82⇒1.01）
埼玉（1.08⇒1.55）
大阪（1.38⇒1.55)
(今後の方向）
不良品の低減、エネ使用管理、生産効
率の向上に努める。

産業廃棄物の削減（廃プラ）
・生産ロスの削減

電力の削減
・省エネ目標説明
・ライン機械立上、立下げ時
間縮小
・こまめな消灯

ガスの削減
・冷暖房時間の削減
・ﾎﾞｲﾗｰの使用時間の削減

重油の削減
・ﾎﾞｲﾗｰの効率利用

産業廃棄物（不燃物）の削
減
・分別の徹底

目標：21.52kwh/生産量ｔ
　　　　（2021年度比△１％）
実績：22.73kwh/生産量ｔ
率：105.6%（実績/目標）

目標：0.434㎏/生産量ｔ
　　　　（2021年度比△１％）
実績：0.218㎏/生産量ｔ
率：50.1%（実績/目標）
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目標：１回/月
実績：定期的に実施。

各工場：計画に沿って工場周辺のゴミ拾
いを実施

（今後の方向）
各工場：活動の維持継続

目標：0.686㎥/生産量ｔ（埼玉）
　　　　（2021年度比△１％）
実績：0.753㎥/生産量ｔ（埼玉）
率：108.8%（実績/目標）

以下は総量（2021年度⇒2022年度）
白木（9,104㎥⇒8,341㎥、8.4％減）
美原（18,690㎥⇒16,43㎥、0.5％減）
埼玉（15,639㎥⇒14,033㎥、10.3％減）
大阪（8,983㎥⇒13,289㎥、47.9%増）
（今後の方向）
生産量減少の影響が大きい。
ボイラー水、洗浄水の把握とその対策を
継続。

目標：0.156㎥/生産量ｔ（埼玉除く）
　　　　（2021年度比△１％）
実績：0.165㎥/生産量ｔ（埼玉除く）
率：105.7%（実績/目標）

以下は総量（2021年度⇒2022年度）
白木（1,568㎥⇒1,260㎥、19.6％減）
美原（2,583㎥⇒2,029㎥、21.4％減）
大阪（3,631⇒4,913㎥、35.3%増）
（今後の方向）
ボイラー水の把握とその対策、節水を継
続。

目標：日々の生産活動における使
用量、移動量の監視
実績：３工場とも問題なし

各工場：6月に報告済み

目標：３ｱｲﾃﾑ/年
実績：白木、美原、埼玉３ｱｲﾃﾑ/
年

白木：ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ、コピー紙、ノート
大阪：ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ、コピー紙、ノート
美原：ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ、コピー紙、ノート
埼玉：ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ、コピー紙、ノート
(今後の方向）
活動の維持継続

目標：１回/四半期の実施
実績：白木、美原、埼玉３回/年

各工場：計画に沿って３S活動を実施

（今後の方向）
各工場：活動の維持継続

目標：17.60㎏/生産量ｔ
　　　　（2021年度比△１％）
実績：19.65㎏/生産量ｔ
率：111.7%（実績/目標）

以下は総量（2021年度⇒2022年度）
白木（629,990㎏⇒549,000㎏、12.9%減）
美原（163,300kg⇒167,888kg、2.8%増）
埼玉（331,990kg⇒373,350kg、12.5%増）
大阪（156,080㎏⇒255,910㎏、64.0%増）
（今後の方向）
各工場：洗浄効率を高める活動。

工場近隣区域の清掃
・毎月１回の工場周辺のゴミ
拾い

廃液の削減
・切替洗浄水の節水

水道水の削減
・節水の呼びかけ

下水使用量の削減
・生活排水の節水
・ボイラーの効率的使用

グリーン購買・調達

３S活動

化学物質の適正管理
・PRTR物質、指摘化学物質
についての使用量、移動量
の把握

７



年度 白木 大阪 美原 埼玉 全社 2008年比 2015年比 前年比 関電 東電
2007年度 15751 12,852 28,603 2007年 0.358 0.368
2008年度 22261 22,440 44,701 100.0 2008年 0.368 0.339
2009年度 19622 27,881 47,503 106.3 2009年 0.366 0.425
2010年度 19932 25,692 45,624 102.1 2010年 0.355 0.418
2011年度 20984 25,125 4,442 50,551 113.1 2011年 0.294 0.384
2012年度 23001 22,387 5,678 51,066 114.2 2012年 0.311 0.429
2013年度 22883 19,391 11,656 53,930 120.6 2013年 0.450 0.464
2014年度 22871 17,915 14,616 55,402 123.9 2014年 0.514 0.525
2015年度 19937 21,893 17,644 59,474 133.0 100.0 2015年 0.522 0.530
2016年度 20189 22,607 20,381 63,177 141.3 106.2 2016年 0.531 0.505
2017年度 20765 24,668 23,028 68,461 153.2 115.1 2017年 0.509 0.500
2018年度 18945 22,181 22,545 63,671 142.4 107.1 93.0 2018年 0.493 0.474
2019年度 15870 3,920 25,089 23,149 68,028 152.2 114.4 106.8 2019年 0.418 0.462
2020年度 12859 8,026 25,710 23,486 70,081 156.8 117.8 103.0 2020年 0.334 0.455
2021年度 10473 12,255 26,793 22,575 72,096 161.3 121.2 102.9 2021年 0.318 0.441
2022年度 9073 16,512 24,284 18,626 68,495 153.2 115.2 95.0 2021年 0.350 0.441

生産量
2008年度 44,701
2015年度 59,474
2016年度 63,177
2017年度 68,461
2018年度 63,671
2019年度 68,028
2020年度 70,081
2021年度 72,096
2022年度 68,495

年度 全社 白木 大阪 美原 埼玉 2018年比 前年度比
2018年度 1.28 1.67 1.20 1.01 100.0 99以下：〇

2019年度 1.34 1.73 3.75 1.07 1.11 104.7 104.7 × 99-100：△

2020年度 1.18 1.33 2.20 0.93 1.08 92.2 88.1 ○ 100以上：×

2021年度 1.12 1.53 1.38 0.82 1.08 87.5 94.9 ○
2022年度 1.38 1.75 1.55 1.01 1.55 103.0 123.2 ×

2021年度 2022年度
白木工場 7,585 8,621
大阪工場 3,910 5,789
美原工場 9,688 11,204
埼玉工場 11,379 13,732
大阪工場 1,891 4,137
美原工場 3,733 6,280
白木工場 446 677
埼玉工場 740 684
白木工場 1,035 266
大阪工場 288 168
美原工場 216 216
埼玉工場 40 0
白木工場 83 139
大阪工場 623 872
美原工場 609 779
埼玉工場 1,026 585
白木工場 15,301 14,090
大阪工場 3,200 5,246
美原工場 3,447 3,639
埼玉工場 4721 5084
白木工場 2,566 2,451
大阪工場 3,245 4,757
美原工場 6,731 6,056
埼玉工場 4,608 4,131
白木工場 179 137
大阪工場 1,193 1,665
美原工場 812 608

生産ロス指標（環境費用/生産金額％）は
2018年度に検討し、2019年度から目標を
設定した。
2021年度は、2018年度比で12.5％、前年
比で4.3％改善した。
2022年度は、エネ費高騰（21.7％増、都市
ガス41.2％増、重油45.8％増）により、で前
年比23.2％増加した。

□環境負荷推移（2007〜2022年度）

＜備考＞2007年度：1月～9月までのデータ、その他：10月～9月までのデータ

生産量（ｔ） 電気CO2排出係数

原単位評価/前年度比
生産ロス指標＝環境費用（ｴﾈﾙｷﾞｰ、廃棄物、水に掛かる費用）／生産金額（％）

電気

都市ガス

重油A

不燃物

下水

2011年10月から埼玉工場が、2019年4月
から大阪工場が生産を開始した。
生産量は、前年から5％の減少、
2008年度から53.2％の増加。
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2008年

度

2015年

度

2016年

度

2017年

度

2018年

度

2019年

度

2020年

度

2021年

度

2022年

度

生産量 44,701 59,474 63,177 68,461 63,671 68,028 70,081 72,096 68,495
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CO2 部門 年度 実績 原単位 原単位評価
10月-9月 ㎏ ㎏/t 総量 原単位 総量 原単位 総量 原単位 前年度比

全社 2008年度 654,229 14.64 100.0 100.0 99以下：〇

全社 2015年度 882,065 14.83 134.8 101.3 100.0 100.0 99-100：△

全社 2016年度 940,396 14.89 143.7 101.7 106.6 100.4 100以上：×

全社 2017年度 1,004,810 14.68 153.6 100.3 113.9 99.0
全社 2018年度 974,973 15.31 149.0 104.6 110.5 103.2 97.0 104.3 ×
全社 2019年度 911,219 13.39 139.3 91.5 103.3 90.3 93.5 87.5 〇
全社 2020年度 837,847 11.96 128.1 81.7 95.0 80.6 91.9 89.3 〇
全社 2021年度 762,445 10.58 116.5 72.3 86.4 71.3 91.0 88.5 〇
全社 2022年度 822,429 12.01 125.7 82.0 93.2 81.0 107.9 113.5 ×

CO2 総量 原単位
2008年度 100.0 100.0
2015年度 134.8 101.3
2016年度 143.7 101.7
2017年度 153.6 100.3
2018年度 149.0 104.6
2019年度 139.3 91.5
2020年度 128.1 81.7
2021年度 116.5 72.3
2022年度 125.7 82.0

電力 部門 年度 実績 原単位 原単位評価
10月-9月 kWh kWh/t 総量 原単位 総量 原単位 総量 原単位 前年度比

全社 2008年度 1,163,915 26.04 100.0 100.0 99以下：〇

全社 2015年度 1,350,567 22.71 116.0 87.2 100.0 100.0 99-100：△

全社 2016年度 1,481,035 23.44 127.2 90.0 109.7 103.2 100以上：×

全社 2017年度 1,607,049 23.47 138.1 90.2 119.0 103.4 100.0 100.0
全社 2018年度 1,594,883 25.05 137.0 96.2 118.1 110.3 99.2 106.7 ×
全社 2019年度 1,590,150 23.37 136.6 89.8 117.7 102.9 99.7 93.3 〇
全社 2020年度 1,662,423 23.72 142.8 91.1 123.1 104.5 104.5 101.5 ×
全社 2021年度 1,567,232 21.74 134.7 83.5 116.0 95.7 94.3 91.7 〇
全社 2022年度 1,556,638 22.73 133.7 87.3 115.3 100.1 99.3 104.6 ×

.

電力 総量 原単位
2008年度 100.0 100.0
2015年度 116.0 87.2
2016年度 127.2 90.0
2017年度 138.1 90.2
2018年度 137.0 96.2
2019年度 136.6 89.8
2020年度 142.8 91.1
2021年度 134.7 83.5
2021年度 133.7 87.3
2022年度 133.7 87.3

都市ガス 部門 年度 実績 原単位 原単位評価
10月-9月 N㎥ N㎥/t 総量 原単位 総量 原単位 総量 原単位 前年度比

美原 2008年度 101304 4.514 100.0 100.0 99以下：〇

美原 2015年度 43,077 1.968 42.5 43.6 100.0 100.0 99-100：△

美原 2016年度 43,610 1.929 43.0 42.7 101.2 98.0 100以上：×

美原 2017年度 49,610 2.011 49.0 44.5 115.2 102.2
美原 2018年度 54,995 2.479 54.3 54.9 127.7 126.0 110.9 123.3 ×

大阪・美原 2019年度 60,019 2.069 59.2 45.8 139.3 105.2 109.1 83.4 〇
大阪・美原 2020年度 63,566 1.884 62.7 41.7 147.6 95.8 105.9 91.1 〇
大阪・美原 2021年度 64,157 1.643 63.3 36.4 148.9 83.5 100.9 87.2 〇
大阪・美原 2022年度 84,155 2.063 83.1 45.7 195.4 104.8 131.2 125.6 ×

都市ガス 総量 原単位
2008年度 100.0 100.0
2015年度 42.5 43.6
2016年度 43.0 42.7
2017年度 49.0 44.5
2018年度 54.3 54.9
2019年度 59.2 45.8
2020年度 62.7 41.7
2021年度 63.3 36.4
2022年度 83.1 45.7

2022年度のCO2排出量は、
2008年度比で、
総量25.7％増、原単位17.8％減。
2015年度比で、
総量6.8％減、原単位19.0％減。
前年度比で、
総量7.9％増、原単位13.6％減増

2008年度比 2015年度比 前年度比

前年度比

2022年度の都市ガス使用量は、
2008年度比で、
総量18.9％減、原単位54.3％減。
2015年度比で、
総量95.4％増、原単位4.9％減。
前年度比で、
総量31.2％増、原単位25.6％減

＜設備更新＞
2019年4月から空調にGHPを使用する大
阪工場が稼働。
2020年5月に美原工場のGHPを更新。

2008年度比 2015年度比 前年度比

2008年度比 2015年度比

2022年度の電気使用量は、
2008年度比で、
総量33.7％減、原単位12.7％減。
2015年度比で、
総量15.3％増、原単位0.1％増。
前年度比で、
総量0.7％減、原単位4.6％増

＜設備更新＞
2020年度
LED：534台（年間削減見込：14.8ｔ-CO2）
2021年度
LED：346台（年間削減見込：9.6ｔ-CO2）
2022年度
LED：0
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総量 100.0 134.8 143.7 153.6 149.0 139.3 128.1 116.5 125.7

原単位 100.0 101.3 101.7 100.3 104.6 91.5 81.7 72.3 82.0

0.0
20.0
40.0
60.0
80.0
100.0
120.0
140.0
160.0
180.0

CO2

2008年

度

2015年

度

2016年

度

2017年

度

2018年

度

2019年

度

2020年

度

2021年

度

2021年

度

2022年

度

総量 100.0 116.0 127.2 138.1 137.0 136.6 142.8 134.7 133.7 133.7

原単位 100.0 87.2 90.0 90.2 96.2 89.8 91.1 83.5 87.3 87.3

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

電力

2008年

度

2015年

度

2016年

度

2017年

度

2018年

度

2019年

度

2020年

度

2021年

度

2022年

度

総量 100.0 42.5 43.0 49.0 54.3 59.2 62.7 63.3 83.1

原単位 100.0 43.6 42.7 44.5 54.9 45.8 41.7 36.4 45.7

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

都市ガス（大阪工場・美原工場）

9



重油 部門 年度 実績 原単位 原単位評価
10月-9月 L L/t 総量 原単位 総量 原単位 総量 原単位 前年度比

白木・埼玉 2013年度 18,660 0.540 100.0 100.0 99以下：〇

白木・埼玉 2015年度 28,501 0.758 152.7 140.4 100.0 100.0 99-100：△

白木・埼玉 2016年度 25,454 0.627 136.4 116.1 89.3 82.7 100以上：×

白木・埼玉 2017年度 29,874 0.682 160.1 126.3 104.8 89.9
白木・埼玉 2018年度 28,152 0.679 150.9 125.6 98.8 89.5 94.2 99.5 〇
白木・埼玉 2019年度 32,919 0.844 176.4 156.2 115.5 111.2 116.9 124.3 ×
白木・埼玉 2020年度 28,270 0.778 151.5 144.0 99.2 102.6 85.9 92.2 〇
白木・埼玉 2021年度 22,466 0.680 120.4 125.8 78.8 89.6 79.5 87.4 〇
白木・埼玉 2022年度 17,681 0.638 94.8 118.2 62.0 84.2 78.7 93.9 〇

重油 総量 原単位
2013年度 100.0 100.0
2015年度 152.7 140.4
2016年度 136.4 116.1
2017年度 160.1 126.3
2018年度 150.9 125.6
2019年度 176.4 156.2
2020年度 151.5 144.0
2021年度 120.4 125.8
2022年度 94.8 118.2

不燃物 部門 年度 実績 原単位 原単位評価
10月-9月 ㎏ ㎏/t 総量 原単位 総量 原単位 総量 原単位 前年度比

全社 2008年度 82,000 1.834 100.0 100.0 99以下：〇

全社 2015年度 13,384 0.225 16.3 12.3 100.0 100.0 99-100：△

全社 2016年度 16,121 0.255 19.7 13.9 120.4 113.4 100以上：×

全社 2017年度 14,118 0.206 17.2 11.2 105.5 91.6 100.0 100.0
全社 2018年度 11,050 0.174 13.5 9.5 82.6 77.1 78.3 84.2 〇
全社 2019年度 20,018 0.294 24.4 16.0 149.6 130.8 181.2 169.6 ×
全社 2020年度 14,703 0.210 17.9 11.4 109.9 93.2 73.4 71.3 〇
全社 2021年度 31,619 0.439 38.6 23.9 236.2 194.9 215.1 209.0 ×
全社 2022年度 14,897 0.217 18.2 11.9 111.3 96.6 47.1 49.6 〇

不燃物 総量 原単位
2008年度 100.0 100.0
2015年度 16.3 12.3
2016年度 19.7 13.9
2017年度 17.2 11.2
2018年度 13.5 9.5
2019年度 24.4 16.0
2020年度 17.9 11.4
2021年度 38.6 23.9
2022年度 18.2 11.9

廃プラ 部門 年度 実績 原単位 原単位評価
10月-9月 ㎏ ㎏/t 総量 原単位 総量 原単位 総量 原単位 前年度比

全社 2008年度 9,040 0.202 100.0 100.0 99以下：〇

全社 2015年度 13,758 0.231 152.2 114.4 100.0 100.0 99-100：△

全社 2016年度 15,069 0.239 166.7 117.9 109.5 103.1 100以上：×

全社 2017年度 13,103 0.191 144.9 94.6 95.2 82.7 100.0 100.0
全社 2018年度 17,417 0.274 192.7 135.3 126.6 118.3 132.9 142.9 ×
全社 2019年度 25,430 0.374 281.3 184.8 184.8 161.6 146.0 136.7 ×
全社 2020年度 28,760 0.410 318.1 202.9 209.0 177.4 113.1 109.8 ×
全社 2021年度 34,190 0.474 378.2 234.5 248.5 205.0 118.9 115.6 ×
全社 2022年度 35,280 0.515 390.3 254.7 256.4 222.7 103.2 108.6 ○

廃プラ 総量 原単位
2008年度 100.0 100.0
2015年度 152.2 114.4
2016年度 166.7 117.9
2017年度 144.9 94.6
2018年度 192.7 135.3
2019年度 281.3 184.8
2020年度 318.1 202.9
2021年度 378.2 234.5
2022年度 390.3 254.7

2013年度比 2015年度比 前年度比

2008年度比 2015年度比 前年度比

2008年度比 2015年度比 前年度比

2022年度の重油使用量は、
2013年度比で、
総量5.2％減、原単位18.2％増。
2015年度比で、
総量38.0％減、原単位15.8％減。
前年度比で、
総量21.3％減、原単位6.1％減

2022年度の不燃物の排出量は、
2008年度比で、
総量％81.8減、原単位88.1％減。
2015年度比で、
総量11.3％増、原単位3.3％増減。
前年度比で、
総量52.8％増減、原単位50.4％増

2008年度に美原工場で大量の
不用品74ｔを処分

2022年度の廃プラの排出量は、
2008年度比で、
総量290.3％増、原単位154.7％増。
2015年度比で、
総量156.4％増、原単位122.7％増。
前年度比で、
総量3.2％増、原単位8.6%増。
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廃液 部門 年度 実績 原単位 原単位評価
10月-9月 ㎏ ㎏/t 総量 原単位 総量 原単位 総量 原単位 前年度比

全社 2008年度 961,300 21.51 100.0 100.0 99以下：〇

全社 2015年度 1,370,822 23.05 142.6 107.2 100.0 100.0 99-100：△

全社 2016年度 1,604,350 25.39 166.9 118.1 117.0 110.2 100.0 100.0 100以上：×

全社 2017年度 1,379,399 20.15 143.5 93.7 100.6 87.4 86.0 79.3
全社 2018年度 1,442,043 22.65 150.0 105.3 105.2 98.3 104.5 112.4 ×
全社 2019年度 1,560,820 22.94 162.4 106.7 113.9 99.5 108.2 101.3 ×
全社 2020年度 1,444,280 20.61 150.2 95.8 105.4 89.4 92.5 89.8 ○
全社 2021年度 1,281,360 17.77 133.3 82.6 93.5 77.1 88.7 86.2 ○
全社 2022年度 1,346,148 19.65 140.0 91.4 98.2 85.3 105.1 110.6 ×

廃液 総量 原単位
2008年度 100.0 100.0
2015年度 142.6 107.2
2016年度 166.9 118.1
2017年度 143.5 93.7
2018年度 150.0 105.3
2019年度 162.4 106.7
2020年度 150.2 95.8
2021年度 133.3 82.6
2022年度 140.0 91.4

水道 部門 年度 実績 原単位 原単位評価
10月-9月 ㎥ ㎥/t 総量 原単位 総量 原単位 総量 原単位 前年度比

埼玉 2012年度 8,809 1.551 100.0 100.0 99以下：〇

埼玉 2015年度 14,569 0.826 165.4 53.2 100.0 100.0 99-100：△

埼玉 2016年度 15,264 0.749 173.3 48.3 104.8 90.7 100.0 100.0 100以上：×

埼玉 2017年度 17,094 0.742 194.1 47.8 117.3 89.9 112.0 99.1
埼玉 2018年度 17,259 0.766 195.9 49.3 118.5 92.7 101.0 103.1 ×
埼玉 2019年度 17,041 0.736 193.4 47.4 117.0 89.2 98.7 96.2 〇
埼玉 2020年度 16,501 0.703 113.3 45.3 113.3 85.1 96.8 95.4 〇
埼玉 2021年度 15,639 0.693 177.5 44.7 107.3 83.9 94.8 98.6 〇
埼玉 2022年度 14,033 0.753 159.3 48.6 96.3 91.2 89.7 108.8 ×

水道 総量 原単位
2012年度 100.0 100.0
2015年度 165.4 53.2
2016年度 173.3 48.3
2017年度 194.1 47.8
2018年度 195.9 49.3
2019年度 193.4 47.4
2020年度 113.3 45.3
2021年度 177.5 44.7
2022年度 159.3 48.6

下水 部門 年度 実績 原単位 原単位評価
10月-9月 ㎥ ㎥/t 総量 原単位 総量 原単位 総量 原単位 前年度比

白木・美原 2012年度 5,493 0.121 100.0 100.0 99以下：〇

白木・美原 2015年度 3,842 0.092 69.9 75.9 100.0 100.0 99-100：△

白木・美原 2016年度 3,524 0.082 64.2 68.0 91.7 89.7 100以上：×

白木・美原 2017年度 5,710 0.126 104.0 103.8 148.6 136.8 162.0 152.6
白木・美原 2018年度 6,260 0.152 114.0 125.8 162.9 165.7 109.6 121.1 ×
白・大・美 2019年度 6,291 0.140 114.5 115.8 163.7 152.6 100.5 92.1 ○
白・大・美 2020年度 7,074 0.152 128.8 125.4 184.1 165.3 112.4 108.3 ×
白・大・美 2021年度 7,782 0.157 141.7 129.8 202.6 171.1 110.0 103.5 ×
白・大・美 2022年度 8,202 0.164 149.3 135.9 213.5 179.1 105.4 104.7 ×

下水 総量 原単位
2012年度 100.0 100.0
2015年度 69.9 75.9
2016年度 64.2 68.0
2017年度 104.0 103.8
2018年度 114.0 125.8
2019年度 114.5 115.8
2020年度 128.8 125.4
2021年度 141.7 129.8
2022年度 149.3 135.9

2012年度比 2015年度比 前年度比

2012年度比 2015年度比 前年度比

2008年度比 2015年度比 前年度比

2022年度の廃液の排出量は、
2008年度比で、
総量40.0％増、原単位8.6％減。
2015年度比で、
総量1.8％減、原単位14.7％減。
前年度比で、
総量5.1％増、原単位10.6％増。

2022年度の水道の使用量は、
2012年度比で、
総量59.3％増、原単位51.4％減。
2015年度比で、
総量3.7％減、原単位8.8％減。
前年度比で、
総量10.3％減、原単位8.8％減増

2022年度の下水の使用量は、
2012年度比で、
総量49.3％増、原単位36.0％増。
2015年度比で、
総量113.5％増、原単位79.1％増。
前年度比で、
総量5.4％増、原単位4.7％増。

2012年

度

2015年

度

2016年

度

2017年

度

2018年

度

2019年

度

2020年

度

2021年

度

2022年

度

総量 100.0 165.4 173.3 194.1 195.9 193.4 113.3 177.5 159.3

原単位 100.0 53.2 48.3 47.8 49.3 47.4 45.3 44.7 48.6
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水道（埼玉工場）

2012年

度

2015年

度

2016年

度

2017年

度

2018年

度
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度
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度

2021年

度

2022年

度

総量 100.0 69.9 64.2 104.0 114.0 114.5 128.8 141.7 149.3

原単位 100.0 75.9 68.0 103.8 125.8 115.8 125.4 129.8 135.9

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

下水（白木工場、大阪工場、美原工場）
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2017年
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度
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度

2021年

度

2022年

度

総量 100.0 142.6 166.9 143.5 150.0 162.4 150.2 133.3 140.0

原単位 100.0 107.2 118.1 93.7 105.3 106.7 95.8 82.6 91.4
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廃液
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○

－

○

○

その他環境法規制等の逸脱はありませんでした。

○ ○ ○

ばい煙発生施設（ボイラー） － ○ －

毒劇物取締法 ○

○大気汚染防止法

また、過去３年間にわたって違反や訴訟もありませんでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

浄化槽法

排水経路、除害施設（純水機中和施設） ○ ○ －

浄化槽 － － ○－

○

○

下水道法 －

毒劇物製造施設、毒劇物の取り扱い

消防法（危険物）

特定施設（空気圧縮機） ○ ○騒音規制法 ○

危険物原料（ｴﾀﾉｰﾙ、香料等）の保管庫 ○ ○ ○

○

○

○ ○ ○

埼玉県生活環境保全条例

指定化学物質のﾏﾃﾘｱﾙﾊﾞﾗﾝｽ管理と報告義務並びに白
木工場は化学物質管理計画と目標達成状況報告

○ ○ －

特定化学物質の取扱量等の届出 － － ○

大阪府化学物質管理制度 ○

－

化審法 一般化学物質等の製造数量の届出 ○ ○ ○

廃棄物処理法 廃プラ等産業廃棄物 ○ ○ ○

大阪府生活環境保全等に関する条例 混合タンク施設 ○ － －

PRTR法 指定化学物質のﾏﾃﾘｱﾙﾊﾞﾗﾝｽ管理と報告義務

□環境関連法規制等の順守状況

法務義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。
白木
工場

美原
工場

埼玉
工場

適用される法規制 適用される施設等 大阪
工場

労働安全衛生法
危険・有害性化学物質（640物質）についてのリスクアセスメント
業務 ○ ○ ○

フロン排出抑制法 空調設備 ○ ○ ○
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承認 作成

作成日： 杉浦 綾野

更新日： 環境管理責任者 環境事務局

10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月

○

●

5月19日

9名

環責・部門長 ○
白木工場 ●
美原工場 ●
埼玉工場 ●
大阪工場 ●

部門長

白木工場

美原工場

埼玉工場

大阪工場

環責・事務局 ○ ○

● ●

12月14日 9月24日

16名 16名

環責・部門長 ○
白木工場 延期⇒
美原工場 延期⇒
埼玉工場 延期⇒
大阪工場 延期⇒

□環境上の緊急事態への準備及び対応

2022年度教育訓練計画に沿って、緊急時対応手順（原料・製品ﾀﾝｸ漏出事故対応手順書）の適切性・有効性を確認した。

予定： 12月　20日／  　名

法規制等順
守の手順の
徹底を図る

１回／年以
上

当社に関連する法律，条
令規制集
・メールで情報伝達、法規
制改正情報等

法規制資格
の取得

危険物取扱
者

適宜 部門長

環境管理責
任者

EA21環境経営ｼｽﾃﾑ・環
境活動レポートガイドライ
ン。 当社の環境活動方
針。
・マネージメントレビュー
で実施

全従業員 一般的な環
境に対 する
自覚を高め
る

各自の役割
分担と責
任・権限

備考：7～9月に予定していた緊急時対応訓練は、生産状況を鑑み実施を11月～12月に延期した。
保管：環境事務局　　　計画：○　　実績：●

危険物の保管に必要な
資格の取得
・必要に応じて実施

緊急時対応
訓練

緊急事態へ
の対応者

緊急事態発
生時に適切
に対応する

緊急時の対
応手順書に
基づく訓練
で手順の適
切性・有効
性を確認す
る

１回／年以
上

緊急時の対応手順書

予定： 12月 3 日／  　名

予定： 12月  2日／ 　 名

実施： 11月 24日／45名

専門教育

法規制等業
務担当者

法規制等に
関する責任
感を高める

１回／年以
上

全体研修を受けなかった
ものへの研修

一般教育

管理職 環境経営の
戦略的重要
性の自覚を
高める

EA21の内
容、環境問
題の現状、
環境経営の
必要性

１回／年以
上

環境方針，
環境目標、
環境活動計
画

１回／年以
上

当社の環境活動方針。
環境活動計画目標書。
・朝礼で実施

(実施： 2月/1 回)

(実施： 2月/1 回)

(実施： 2月/1 回)

(実施： 2月/1 回)

■　2022年度　教育訓練計画/実績記録表
2021年10月1日
2022年11月29日

種類 対 象 者 目  的 内  容 頻度 責任者
スケジュール

備　考(参考資料等)
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承　認 作　成

環境管理責任者 担当者

№

版

■教育訓練資料（緊急時対応手順）

杉浦 杉浦

㈱サンヨーメディカル
原料・製品ﾀﾝｸ漏出事故対応手順書手順書 環境事務局

制定：2007年8月31日

目的
事故発生の場合、緊急対応を適切に行うことにより社員と近隣住民の安全性及び工場が外部へ
の流出による環境汚染を防止する。

作業手順 ポイント
1 社内連絡

1．発見者事務所（不在時は品質管理課）へ事故発
　　生を知らせる。
2．事故発生の連絡を受けた人は、品質管理課（不在
　　時は社長、工場長）に事故状況を連絡する。
3．被害が甚大であると判断した場合、119番通報
    する。

第一発見者は早急に事務所（品質管理課）
に連絡し、責任者（土田、芝本、後藤、
社長、杉浦）が現場にかけつけ、正確な
情況確認をする。

2 処理活動
1．予め決められた担当班長へ上記責任者は行動指示
　　をする。
2．各班ごとに班長より指示を出して行動開始。
3．近隣への影響が必至の場合、行政へ通報。
4．防護具等、保管場所、数量管理マニュアル作成。
5．地震の社内アナウンス又は災害情報を受信（携帯
　　通報等）した場合、非常停止ﾎﾞﾀﾝ等可能な範囲で
　　動力を停止。揺れが収まった後で処理する。タン
　　クの液種、配置は日ごろから確認把握しておく。

班編成：別紙「災害対策組織図」
土のう１６個、液吸着材の常備、管理（管
理者：営繕課）。
行政連絡：液性の環境リスク小10Ｌ、中50
Ｌ、大100Ｌ以上流出時
（白木工場）河南町役場
（美原工場）堺市環境課
（埼玉工場）東部環境管理事務所
（大阪工場）堺市環境課

3 避難、誘導
1．ﾁｬｲﾑ音３回後２分間隔後、ｱﾅｳﾝｽ開始
2．各ラインｵﾍﾟﾚｰﾀは、作業者（ﾊﾟｰﾄ、ｱﾙﾊﾞｲﾄ）を
　　出入り口または非常口に誘導する。
3．誘導担当班員は一時避難場所であるトラック待機
    駐車場まで人員を誘導する。

緊急ｱﾅｳﾝｽ手順書：別紙

　　　　　　    避難口

2009年5月29日 防護具保管マニュアル作成。緊急アナウンス手順一部修正。

4 警備
1．総務担当者は消防署の到着後現場に案内する。
2．不審者が社内に侵入しないか確認する。

5 テスト及び見直し
1．毎年１回訓練を実施し、手順の有効性や訓練の妥当
　　性を確認する。
2．事故発生後は原因を突き止め、再発防止のための
　　手順を見直し、改訂する。
3．改訂内容に基づいて再訓練及びテストを行う。

テストの記録

＜改訂記録＞
改訂日 改訂内容・改訂理由

2007年10月13日 改訂日前日の訓練結果を踏まえて土のう等の用意、緊急ｱﾅｳﾝｽ手順追記。行政連絡基準明記。

2010年9月1日 緊急アナウンス手順一部修正
2011年6月10日 緊急アナウンス手順一部修正、液吸着材の常備
2013年9月16日 処理活動手順の追加

2019年9月3日 大阪工場の行政連絡先を追記

2016年11月16日 処理活動手順の変更（地震の場合生産ラインの緊急停止ﾎﾞﾀﾝのみ操作）
2016年11月24日 緊急アナウンス手順一部修正
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
代表者 環境管理責任者

2022年11月30日

電力の削減 × ○
生産ロス指標、原単位と
も未達。

ガス（都市ガス）の削減 × ○
生産ロス指標、原単位と
も未達。

重油の削減 ○ ○
生産ロス指標は未達、原
単位は達成。

廃棄物の削減 ○ ○
生産ロス指標、原単位と
も達成。

廃液の削減 × ○
生産ロス指標、原単位と
も未達。

下水量の削減 × ○
生産ロス指標、原単位と
も未達。

整理・整頓・清掃活動 ○ ○
各工場ともに継続できて
いる。

工場近隣の清掃活動 ○ ○
上記3Sとともに清掃の意
識がでている。

7月25日に2022CDP気候変動質問書に回答した。 [総括] 
・前年に引き続き、各工場の環境負荷について、コ
スト負担の大きいものについては必ず活動の実施
内容についての評価を継続して行うこと。
・エネルギー、原料、資材のロス要因を探求して改
善検討を継続できる仕組みを継続改善して運用管
理すること。

②環境関連法規制等の動向他
新たな化学物質規制について、安衛法の改正施行令（2月）、改正施
行規則（5月）が公布された。

③内部監査報告書より
10月～11月に実施した。概ね良好。

[その他]
・2017年度ガイドラインへの移行に伴い設定した下
記の課題とチャンスを踏まえて、次年度も環境活動
に取り組む。
＜記＞
当社の経営における課題とチャンスについて
　・課題（リスク）
法規制遵守・・・環境負荷削減義務、化学物質管理
義務
気候変動リスク・・・大雨、台風、地震等天災による
設備損傷、調達停止による営業停止リスク
・チャンス（機会）
前記課題について対策を実施することで信用度を上
げることができ、営業継続により損失回避できる

＜改善への提案＞
エネ費高騰の影響が大きいい。前年に引き続き、生産活動における環
境負担がコストアップ要因ととらえ、実施効果の高い削減活動を継続
する。
[周囲の変化の状況]
①外部コミュニケーション記録より

目標項目
目標値

達成状況
活動計画
実施状況

コメント
（目標値に対するコメント・活動計

画に対するコメント）

（詳細は環境活動計画書による）

[目標・活動計画]

変更の必要性：　　　□有　　　■無

[実施体制]

変更の必要性：　　　□有　　　■無
・特に変更しない。

[目標・環境活動計画の達成状況]

管理責任者の報告及び改善への提案 変更の必要性の有無・指示事項

[取り組み状況の評価結果] [環境方針]
①環境関連法規制等の遵守状況（環境関連法規等遵守記録による）
2022年年10月15日に定期評価を実施した結果、遵守されている。

②問題点の是正処置及び予防処置の状況
・生産ロス指標は、全工場で削減達成できなかった。
・大阪工場の都市ガスの排出量が6か月連続で削減達成できなかっ
た。
・美原工場の都市ガスの排出量が7か月連続で削減達成できなかっ
た。

③前回までの代表者の指示事項への対応
・前年に引き続き、各工場の環境負荷について、コスト負担の大きいも
のについては必ず活動の実施内容についての評価を継続して行うこ
と。
⇒以下原単位で評価（数値は前年比）。白木工場の廃液100.6%（×）、
電気112.7%（×）。美原工場の電気107.6%（×）、ガス131.1%（×）、廃液
113.4%（×）。埼玉工場の電気114.1%（×）、廃液136.3%（×）。大阪工場
の都市ガス113.9%（×）、電気88.8%(○）、廃液121.7%（×）
・エネルギー、原料、資材のロス要因を探求して改善検討を継続でき
る仕組みを構築して運用管理すること。
⇒要因別不具合件数を毎月集計、不具合件数の削減が認められた。

変更の必要性：　　　□有　　　■無

・特に改訂しない。

・特に変更しない。

見直しに必要な情報 代表者による見直し

■定期見直し
（事業年度終了後）
□臨時見直し代表者による全体の評価と見直し記録 奥田 杉浦

実施日：
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□トピックス

環境省が公表（2021年3月）した「TCFDシナリオ分析実践ガイドver3.0」を参照し、2030年を想定したシナ
リオ分析を行った。以下にリスク項目試算まとめとシナリオ分析結果を抜粋添付。
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○発行元　：　株式会社サンヨーメディカル　環境事務局

次回発行予定　：　２０２３年１１月
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